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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和3年12月23日(2021.12.23)

【公開番号】特開2020-28131(P2020-28131A)
【公開日】令和2年2月20日(2020.2.20)
【年通号数】公開・登録公報2020-007
【出願番号】特願2019-147212(P2019-147212)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  72/14     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  92/18     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   72/14     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   92/18     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   72/04     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年11月4日(2021.11.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１は、ＲＲＣ(Radio　Resource　Control：無線リソース
制御)におけるＤ２Ｄ　Ｖ２Ｘ手順を以下のように説明している：
　［外４］

［図１２として、“UE　Assistance　Information”と題する、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．
３３１　Ｖ１５．２．０の図５．６．１０．１－１を複製する。］
　［外５］
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［図１３として、“Sidelink　UE　information”と題する、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３
３１　Ｖ１５．２．０の図５．１０．２－１を複製する。］
　［外６］
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５．１０．１３．２　Ｖ２Ｘサイドリンク通信送信プール選択
Ｖ２Ｘサイドリンク通信のために使用される周波数について、５．１０．１３．１に規定
されているようにｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇが、無視されない場合、Ｖ２Ｘサイドリンク通信
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のための上位レイヤによって設定されたＵＥは、ＵＥの地理的座標に対応するプールのみ
を使用するものとし、ｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇが、サービングセル（ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ）／
ＰＣｅｌｌ（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）のＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌ
ｏｃｋＴｙｐｅ２１または関係周波数のＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎに含まれる場合、ＵＥが、関連周波数のＲＲＣシグナリングによって提供さ
れる複数のリソースプールを使用するように設定され、あるいはｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇが
、関連周波数のＳＬ－Ｖ２Ｘ－Ｐｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎに含まれる場合、ＵＥ
が、５．１０．１３．１に従って周波数のＳＬ－Ｖ２Ｘ－Ｐｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉ
ｏｎにおける複数のリソースプールを使用するように設定される。ＵＥは、５．１０．８
．２に従って選択された同期参照ソースに関連するプールのみを使用するものとする。
１＞　ＵＥが５．１０．１３．１に従ってＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃ
ｋＴｙｐｅ２１におけるｖ２ｘ－ＩｎｔｅｒＦｒｅｑＩｎｆｏＬｉｓｔにおけるｐ２ｘ－
ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌＣｏｍｍｏｎまたはｐ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮ
ｏｒｍａｌ上で送信するように設定されている場合、
１＞　ＵＥが５．１０．１３．１に従ってＳＬ－Ｖ２Ｘ－Ｐｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉ
ｏｎにおけるｐ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＬｉｓｔ－ｒ１４上で送信するようにＵＥが
設定されている場合、
１＞　ｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇがＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ
２１に含まれておらず、ＵＥがｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌＣｏｍｍｏｎ
またはｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌＤｅｄｉｃａｔｅｄ上で送信するよう
に設定されている場合、
１＞　ｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇが、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐ
ｅ２１に含まれ、ＵＥが、Ｐ２Ｘに関するＶ２Ｘサイドリンク通信のためにｖ２ｘ－Ｃｏ
ｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌＤｅｄｉｃａｔｅｄ上で送信するように設定され、ｚｏｎ
ｅＩＤがｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌＤｅｄｉｃａｔｅｄに含まれない場
合、
１＞　ｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇが、関係周波数のｖ２ｘ－ＩｎｔｅｒＦｒｅｑＩｎｆｏＬｉ
ｓｔのエントリーに含まれておらず、ＵＥが、ｖ２ｘ－ＩｎｔｅｒＦｒｅｑＩｎｆｏＬｉ
ｓｔにおけるｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌ、またはＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎにおけるｖ２ｘ－ＩｎｔｅｒＦｒｅｑＩｎｆｏＬ
ｉｓｔにおけるｐ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌ上で送信するように設定され
ている場合、
１＞　ｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇが、関係周波数のＳＬ－Ｖ２Ｘ－Ｐｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａ
ｔｉｏｎに含まれておらず、ＵＥが、関係周波数のＳＬ－Ｖ２Ｘ－Ｐｒｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎにおけるｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＬｉｓｔ上で送信するように設定さ
れている場合：
　２＞　５．１０．８．２に従って選択された同期参照ソースに関連する第１のプールを
選択し、
１＞　ｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇが、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐ
ｅ２１に含まれ、ＵＥが、ｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌＣｏｍｍｏｎまた
はＰ２Ｘに関しないＶ２Ｘサイドリンク通信のためにｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏ
ｒｍａｌＤｉｄｉｃａｔｅｄ上で送信するように設定されている場合、
１＞　ｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇが、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐ
ｅ２１に含まれ、ＵＥが、Ｐ２Ｘに関するＶ２Ｘサイドリンク通信のためにｖ２ｘ－Ｃｏ
ｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌＤｅｄｉｃａｔｅｄ上で送信するように設定され、ｚｏｎ
ｅＩＤが、ｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌＤｅｄｉｃａｔｅｄに含まれる場
合、
１＞　ｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇが、関係周波数のｖ２ｘ－ＩｎｔｅｒＦｒｅｑＩｎｆｏＬｉ
ｓｔのエントリーに含まれ、ＵＥが、ｖ２ｘ－ＩｎｔｅｒＦｒｅｑＩｎｆｏＬｉｓｔにお
けるｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌ、またはＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲ
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ｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎにおけるｖ２ｘ－ＩｎｔｅｒＦｒｅｑＩｎｆｏＬｉｓｔに
おけるｐ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌ上で送信するように設定されている場
合、
１＞　ｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇが、関係周波数のＳＬ－Ｖ２Ｘ－Ｐｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａ
ｔｉｏｎに含まれ、ＵＥが、関係周波数のＳＬ－Ｖ２Ｘ－Ｐｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉ
ｏｎにおけるｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＬｉｓｔ上で送信するように設定されている
場合
　２＞　以下で決定されるゾーンアイデンティティに等しいｚｏｎｅＩＤで設定され、５
．１０．８．２に従って選択された同期参照ソースに関連付けられたプールを選択し、
ＵＥは、ｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇがＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐ
ｅ２１またはＳＬ－Ｖ２Ｘ－Ｐｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎに含まれている場合、以
下の式を使用して、位置するゾーンのアイデンティティ（すなわち、Ｚｏｎｅ＿ｉｄ）を
決定するものとする。
ｘ１＝Ｆｌｏｏｒ（ｘ／Ｌ）Ｍｏｄ　Ｎｘ
ｙ１＝Ｆｌｏｏｒ（ｙ／Ｗ）Ｍｏｄ　Ｎｙ
Ｚｏｎｅ＿ｉｄ＝ｙ１＊Ｎｘ＋ｘ１

式中のパラメータは、以下のように定義される：
Ｌは、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ２１またはＳＬ－Ｖ２Ｘ
－ＰｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎにおけるｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇに含まれるｚｏｎｅ
Ｌｅｎｇｔｈの値であり、
Ｗは、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ２１またはＳＬ－Ｖ２Ｘ
－ＰｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎのｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇに含まれるｚｏｎｅＷｉｄ
ｔｈの値であり、
Ｎｘは、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ２１またはＳＬ－Ｖ２
Ｘ－ＰｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎのｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇに含まれるｚｏｎｅＩｄ
ＬｏｎｇｉＭｏｄの値であり、
Ｎｙは、ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ２１またはＳＬ－Ｖ２
Ｘ－ＰｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎのｚｏｎｅＣｏｎｆｉｇに含まれるｚｏｎｅＩｄ
ＬａｔｉＭｏｄの値であり、
ｘは、ＷＧＳ８４モデル［８０］に従い、ＵＥの現在位置と地理的座標（０、０）との間
の経度における測地線距離であり、メートルで表され、
ｙは、ＷＧＳ８４モデル［８０］による、ＵＥの現在位置と地理的座標（０、０）との間
の緯度における測地線距離であり、メートルで表される。
ＵＥは、上述の式に従って計算され、５．１０．１３．１に従ってｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘ
ＰｏｏｌＮｏｒｍａｌＤｅｄｉｃａｔｅｄ、ｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌ
Ｃｏｍｍｏｎ、ｖ２ｘ－ＩｎｔｅｒＦｒｅｑＩｎｆｏＬｉｓｔにおけるｖ２ｘ－Ｃｏｍｍ
ＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌ、またはＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａ
ｔｉｏｎにおけるｖ２ｘ－ＩｎｔｅｒＦｒｅｑＩｎｆｏＬｉｓｔにおけるｐ２ｘ－Ｃｏｍ
ｍＴｘＰｏｏｌＮｏｒｍａｌ、またはｖ２ｘ－ＣｏｍｍＴｘＰｏｏｌＬｉｓｔによって示
されるＺｏｎｅ＿ｉｄと等しいｚｏｎｅＩＤを含むリソースのプールを選択するものとす
る。
注記１：ＵＥは、その最新の地理的座標を使用してリソースプールの選択を行う。
注記２：地理的座標が利用可能ではなく、ゾーン固有の複数のＴＸリソースプールが関連
周波数のために設定されている場合、どのリソースプールがＶ２Ｘサイドリンク通信のた
めに選択されるかはＵＥ実装による。
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